
文化・社会の創成はかくも偶然
モンマネキ神話等に読む文化の創成、自然の圧力

レヴィストロース著
L’Origine des Manières de
Table食事作法の起源
を解明する（ 117頁図）

近すぎる同盟
近親婚、例・上下
分離の人もどき女

1 大三角で婚姻による同盟結成の必須
2 中三角は天文の周期性（太陽と月の交替＝日夜、
季節＝定住と移動、年＝オリオン座毒流し漁の開始）
3 小三角には漁の周期性。悪の漁は経血を撒き餌に
した人もどき女の漁、天の漁は不規則かつ必ず大漁

4 に踏みとどまらねば文化は消滅する
4-1 維持出来る同盟、-2 日夜が交替する天文規則
-3 漁の周期性（取りすぎは法度）-4 火の保持

文化としての
漁（周期性）

悪の漁（人
もどき）

天の漁（太陽）

心地よい熱気

遠すぎる同盟は
一過性、例・アサワコ
の愛

生活の周期性

熱気（24時間
出まくり太陽）

寒気（引きこ
もり太陽）

周期性を安堵した同盟（例：ボロロ族の
4支族、交差イトコ婚などの制度）

文化の火
（竈の火）

文化が創成され維持出来る範囲

を踏み出せばそこが
自然、混沌。再生産は
無し。
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